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保 健 体 育 

                                    

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実  

(1) 生徒の主体的な学びを実現する学習指導の工夫 

   平成 30 年３月に現行の学習指導要領が告示され、今年度で実施４年目になったところ

であるが、昨年 12 月 25 日に公表された「初等中等教育における教育課程の基準等の在

り方について（諮問）」（中央教育審議会）において、現在、学校現場で顕在化してい

る課題について、次のとおり示された。 

【顕在化している課題】（一部抜粋） 

・学ぶ意義を十分に見いだせず、主体的に学びに向かうことができていない子供が多 

くなっている。 

・現行の学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ばである。 

こうした課題を踏まえ、教科「保健体育」における生徒の主体的な学びを実現する学

習指導の在り方の工夫について、科目「体育」を例として、次のとおりに示す。 

「保健体育」の授業づくりにおいて、生徒が主体的に学習に取り組むことができるよ

う、指導方法を工夫して必要な知識及び技能を指導しながら、生徒たちの思考を深める

ために発言や意見交換を促したり、気付いていない視点を提示したりするなど、学びに

必要な指導の在り方を工夫し、必要な学習環境を積極的に整備していくことが大切であ

る。 その際、目標で示された「見方・考え方」の捉え方を踏まえ、各運動領域の特性や

魅力に応じた、体を動かす楽しさや特性に触れる喜びを味わうことができるよう、また、

健康の大切さを実感することができるよう、指導方法を工夫することが大切である。 

(2) 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫 

  科目「体育」では、豊かなスポーツライフを継続することを重視し、従前より「態度」 
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を内容として示していることから、他教科とは異なり、学習指導要領の内容のまとまり

ごとに「学びに向かう力、人間性等」の指導事項が示されている。なお、愛好的態度及

び健康・安全は、各領域において共通の指導事項となっている。学習指導要領解説には、

各領域で取り上げることが効果的かつ具体的な指導事項として、公正（伝統的な行動の

仕方）、協力、責任、参画、共生が、重点化して示されていることに留意することが大

切である。 

  次の表１は、入学年次の次の年次以降における男女共習で実施する球技「ネット型：

バレーボール」において、「学びに向かう力、 人間性等」に示された「一人一人の違い

に応じたプレイなどを大切にしようとすること（共生）」の指導を行う際に、関連した

指導内容である「競技会で、ゲームのルール、運営の仕方や役割に応じた行動の仕方、

全員が楽しむためのルール等の調整の仕方などがあること（知識）」と「体力や技能の

程度、性別等の違いを超えて、仲間とともに球技を楽しむための調整の仕方を見付ける

こと（思考力、判断力、表現力等）」について、指導と評価の充実を図った例である。 

 

上記表１では、本単元において重点である「学びに向かう力、人間性等」の指導事項「共

生」について、指導内容等(表２)と目標を実現した生徒の姿(表３)を整理し、単元の指導

に入る前に、指導に当たる教員間で共通理解を図っている。評価を行う上で重要なことは、

このように担当教員間で目指す生徒の姿を共有することである。 

表２は、「学びに向かう力、人間性等」(共生)について、具体的な知識と汎用的な知

識の観点で整理し、どのような生徒の姿を目指すのか（○指導のキーワード、■想定さ

れる学びの姿の例）を明確にすることで学習評価の信頼性、妥当性を確保している。 

表３は、表２の「指導内容」である「一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし

表１ 単元の指導と評価計画（15 時間） 
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ようとしている」状況であるかどうかの判断の目安として、「行動の仕方のキーワード」

と「想定される様相」を明確にし、担当教員間で合意した上で、授業において最終的に

観察によって評価を行っている。 

(国立教育研究所「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」) 

(国立教育研究所「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」) 

(国立教育研究所「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」) 
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２ 指導と評価の計画例 

(1) 「体育：球技ベースボール型（ソフトボール）」〔入学年次のそれ以降の年次〕 

ア  単元の目標 

   (ｱ) ソフトボールについて、勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするな

どの多様な楽しさや喜びを味わい、技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題

解決の方法、競技会の仕方などを理解するとともに、作戦や状況に応じた技能で仲

間と連携しゲームを展開できるようにする。 

 ベースボール型では、状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定したボール操

作と状況に応じた守備などによって攻防ができるようにする。 

   (ｲ) 生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し、合理 

的、計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己やチームの考えた 

ことを他者に伝えることができるようにする。 

   (ｳ) 球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、 

合意形成に貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし 

ようとすること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや、健康・安全を確保 

することができるようにする。 

    イ  単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識 
①課題解決の方法には、チームや自己に応じた目標

の設定、目標を達成するための課題の設定、課題
解決のための練習法などの選択と実践、ゲームな
どを通した学習成果の確認、新たな目標の設定と

いった過程があることについて、言ったり書き出
したりしている。 

②競技会で、ゲームのルール、運営の仕方や役割に

応じた行動の仕方、全員が楽しむためのルール等
の調整の仕方などがあることについて学習した
具体例を挙げている。 

〇技能 
①守備スペースが空いた方向をねらってボールを

打ち返すことができる。 

②バントの構えから勢いを弱めたボールをねらっ
た方向へ打つことができる。 

③仲間の走者の動きに合わせて、塁を進んだり戻っ

たりすることができる。 
④仲間の送球に対して次の送球をしやすいように

ボールを受けることができる。 

⑤投球では、コースや高さをコントロールして投げ
ることができる。 

⑥打球や送球に応じて仲間の後方に回り込む

バックアップの動きをすることができる。 
⑦ポジションに応じて、ダブルプレイに備える動き

をすることができる。 

①体力や技能の程度、性別等の
違いを超えて、仲間とともに

球技を楽しむための調整の
仕方を見付けている。 

②チームでの話合いの場面で、

合意を形成するための調整
の仕方を見付けている。 

③チームでの学習で、状況に応

じてチームや自己の役割を
提案している。 

④球技の学習成果を踏まえて、

自己に適した「する、みる、
支える、知る」などの運動を
生涯にわたって楽しむため

の関わり方を見付けている。 
 

①一人一人の違いに応
じたプレイなどを大

切にしようとしてい
る。 

②仲間の課題を指摘す

るなど、互いに助け
合い高め合おうとし
ている。 

③危険の予測をしなが
ら回避行動をとるな
ど、健康・安全を確

保 し よ う と し て い
る。 

ウ  単元の指導と評価の計画（15 時間） 

次 
【時間】 

ねらい、学習活動等 
重
点 

記
録 

備考 
（評価Ｂの規準） 

１～２ 
【２時間】 

【ねらい】 

・体力や技能の程度、性別等の違いを超えて、

仲間とともに球技を楽しむための調整の仕方

を見付ける。 

・チームでの話合いの場面で、合意を形成する

ための調整の仕方を見付ける。 

【学習活動】 

・ICT 端末を活用しながら自己や仲間の課題を

確認し、効果的な練習方法を考える。 

・チームの課題を明らかにして、その解決に向

けて取り組む。 

思

① 

② 

〇 

・体力や技能の程度、性別等の違い 

を超えて、仲間とともに球技を楽

しむための調整の仕方を見付け

ている。 

・チームでの話合いの場面で、合意

を形成するための調整の仕方を

見付けている。 

チームや自己の課題の発見や、その

解決を効果的に行うため、ＩＣＴ端

末を活用して、動画を撮影する。 
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３～４ 
【２時間】 

【ねらい】 

・課題解決の方法には、チームや自己に応じた

目標の設定、目標を達成するための課題の設

定、課題解決のための練習法などの選択と実

践、ゲームなどを通した学習成果の確認、新

たな目標の設定といった過程があることにつ

いて、言ったり書き出すことができる。 

・守備スペースが空いた方向をねらってボール

を打ち返すことができる。 

【学習活動】 

・ICT 端末を活用しながらチームや自己の課題

を確認し、課題解決に向けた目標を設定して、

チームで共有する。 

・自己の課題解決のための練習法を選択・実践

する。 

 

知

①

技

① 

○ 

 

・課題解決の方法には、チームや自

己に応じた目標の設定、目標を達

成するための課題の設定、課題解

決のための練習法などの選択と

実践、ゲームなどを通した学習成

果の確認、新たな目標の設定とい

った過程があることについて、言

ったり書き出すことができてい

る。（知①） 

・守備スペースが空いた方向をねら

ってボールを打ち返すことがで

きている。（技①） 

５～６ 
【２時間】 

【ねらい】 

・バントの構えから勢いを弱めたボールをねら

った方向へ打つことができる。 

・仲間の走者の動きに合わせて、塁を進んだり

戻ったりすることができる。 

【学習活動】 

・ICT 端末を活用してチームや自己の課題を確

認し、バット操作など細かな技術面での課題

解決に取り組む。 

・チームで協力して、仲間の動きに合わせて、

走塁する。 

技

②

③ 

○ 

 

・バントの構えから勢いを弱めたボ

ールをねらった方向へ打つこと

ができている。（技②） 

・仲間の走者の動きに合わせて、塁

を進んだり戻ったりすることが

できている。（技③） 

７～９ 
【３時間】 

【ねらい】 

・競技会で、ゲームのルール、運営の仕方や役

割に応じた行動の仕方、全員が楽しむための

ルール等の調整の仕方などがあることについ

て学習した具体例を挙げることができる。 

・仲間の送球に対して次の送球をしやすいよう

にボールを受けることができる。 

・投球では、コースや高さをコントロールして

投げることができる。 

【学習活動】 

・ICT を活用して競技会でのルールや運営の仕

方等の意見を出し合い、情報共有する。 

・仲間の送球されたボールに対して、捕球でき

る位置に移動し、ボールを受ける。 

・投球の際には、仲間がボールを捕球しやすい

コースに投げる。 

知

②

技

④

⑤ 

○ 

 

・競技会で、ゲームのルール、運営

の仕方や役割に応じた行動の仕

方、全員が楽しむためのルール等

の調整の仕方などがあることに

ついて学習した具体例を挙げる

ことができている。（知②） 

・仲間の送球に対して次の送球をし

やすいようにボールを受けるこ

とができている。（技④） 

・投球では、コースや高さをコント

ロールして投げることができて

いる。（技⑤） 

10～12 
【３時間】 

【ねらい】 

・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に

しようとする。 

・作戦などを話し合う場面で、合意形成に貢献

しようとする。 

【学習活動】 

・一人一人の違いに応じた課題の設定や練習の

仕方を工夫する。 

・仲間と合意した役割を果たしながら、互いの

課題を指摘し合ったり、課題解決の方法を伝

え合う。 

態 

①

② 

○ 

 

・一人一人の違いに応じたプレイ 

を大切にしようとしている。 

（態①） 

・作戦などを話し合う場面で、合意

形成に貢献しようとしている。 

 （態②） 

13～15 
【３時間】 

【ねらい】 

・打球や送球に応じて仲間の後方に回り込む

バックアップの動きをすることができる。 

・ポジションに応じて、ダブルプレイに備える

動きをすることができる。 

・危険の予測をしながら回避行動をとるなど、

健康・安全を確保しようすることができる。 

【学習活動】 

・打球や送球に応じて仲間の後方に回り込む

バックアップの動きを工夫する。 

・ポジションに応じて、ダブルプレイに備える

動きを確認し、守備位置を工夫する。 

・危険の予測をしながら回避行動をとるなど、

周囲の人や物の位置を確認する。 

技

⑥

⑦

態

③ 

○ 

 

・打球や送球に応じて仲間の後方に

回り込むバックアップの動きが

できている。（技⑥） 

・ポジションに応じて、ダブルプレ

イに備える動きをすることがで

きている。（技⑦） 

・危険の予測をしながら回避行動を

とるなど、健康・安全を確保しよ

うとしている。（態③） 

 

ＩＣＴ端末を活用して、グループ

ごとにチームの課題や攻守の作戦

を共同で作成することで、効果的

に合意形成を行う。 

ＩＣＴ端末を活用し、チームや自

己の課題を書き出し共有すること

で、効果的に合意形成を行う。 

ＩＣＴ端末を活用して、ルールや

運営の仕方等について意見を集

約し、効果的に情報共有を行う。 

ＩＣＴ端末を活用して、チームや

自己の動きを確認し、作戦の組み

立てや課題の共有を効果的に行

う。 

ＩＣＴ端末を活用して、チームの

課題や攻守の動きを共有し、効果

的に合意形成を行う。 
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エ  学習指導案（10 時間目／15 時間中） 

１ 本時の目標 

 (1) チーム戦術を理解した上で、一人一人の違いに応じたプレイを大切にするとと

もに、自己の役割を果たしながらチームの課題を明らかにしようとしている。 

 (2) チームでの作戦を話し合う場面で、チームメイトの意見を尊重しながら、合意

形成に貢献しようとしている。 

２ 本時の展開 

過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点 

導入 ○前時の確認      
○見本動画の視聴 

・前時に撮影した映像と見本動画を

もとに、学習の見通しを立てさ

せ、自己の課題を確認する。 

・ICT 端末の使い方を確認させる。 
 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○チームや自己の課

題の整理・分析 

 
 
○課題の解決方法の

検討 
 
 
 
 
 
 

 

○課題解決に向けた 
 実践・協議 

 

 

 

 

 

 

 

・自己やチームの動きを撮影した映

像や見本動画から、攻守別にチー

ムや自己の課題を整理し、学習シ

ートに記入する。 
・整理した課題に応じた、チームや

個人の練習法などを実践し、解決

の方法を見付ける。（例：変化球

への対応方法） 
・攻守別にチームや自己の課題解決

に向けた方法を発見し、チームへ

の伝え方を工夫する。 
 
 

・課題解決に向けたチームや自己で

工夫した練習方法を実践する。実

践した中で、さらに得られた課題

についてチームで協議する。 
・チームでの練習を撮影した映像を

学習支援ソフトに提出し、チーム

で共有、課題を確認する。（例：

守備隊形の確認） 
・本時の記録を学習シートにまと

め、提出する。 

 

 

・学習シートに記入された内容に

ついて、全体で共有し課題を整

理させる。 

 

・技能のポイントを分かりやす 

く伝えるために、教材や練習 

方法の提示を工夫するよう指

示する。 
 
 
 
 

 

・補助の生徒や ICT 端末を操作す

る生徒の役割分担が円滑に行

われるよう支援する。 
・実技に係る安全確認を行う。 

・課題解決に向けた取組を振り 

返らせ、次時の取組を整理さ 

せる。 

まとめ ○次時への接続 ・チームの取組の進捗状況や次時の

内容について確認する。 

・次時の学習の見通しを立てたり、

学習したことを振り返る。 

・次時の流れを確認させ、意識付

けを行う。 

 

オ 学習の進め方や学習評価の工夫 

(ｱ) 生徒が主体的に課題を解決する学習の進め方 

本時では、チームや自己の動きを撮影した映像を視聴させ、プレイを客観視させ

ることによって、自ら課題を発見させ、さらには、その課題解決の方法を見付けさ

せるよう工夫している。 

(ｲ) 自己の学びや変容を自覚できる学習評価の工夫 

本時の導入時では学習の見通しを立てさせ、まとめでは学習したことを振り返ら

せている。教師は、授業後に、チームで作成したワークシートと自己の学習シート

の記録を確認し、授業の前後におけるチームや自己の学びの変容を見取る。 

 

 

 

【問１】攻守の場面におけるチームや自己の課題は、どのようなものだろうか。 

【問２】チームや自己の課題解決に向けて、どのような練習をしたらよいだろうか。 
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(2) 「保健：健康に関する環境づくりと社会参加」〔その次の年次以降〕の計画例 

ア 単元の目標 

(ｱ) 自他の健康を保持増進するには、ヘルスプロモーションの考え方を生かした健康に関

する環境づくりが重要であり、それに積極的に参加していくことが必要であることにつ

いて、理解できるようにする。また、それらを実現するには、適切な健康情報の活用が

有効であることについて、理解できるようにする。 

(ｲ) 健康を支える環境づくりに関する情報から課題を発見し、健康に関する原則や概念に

着目して解決の方法を思考し、判断するとともに、それらを表現することができるようにする。 

(ｳ) 健康に関する環境づくりと社会参加について、自他の健康の保持増進や回復及び健康

的な社会づくりについての学習に主体的に取り組もうとすることができるようにする。 

    イ  単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①自他の健康を保持増進するには、

ヘルスプロモーションの考え方

に基づいた、健康に関する環境づ

くりが重要であることについて

理解したことを発言したり書い

たりしている。 

②一人一人が健康に関心をもち、健

康を支える適切な環境づくりに

積極的に参加していくことが必

要であり、そのことが自分を含め

た世界の人々の健康の保持増進

につながることについて理解し

たことを発言したり書いたりし

ている。 

①ヘルスプロモーションの考え方

に基づいた、健康に関する環境づ

くりへ積極的に参加するために、

適切な情報を選択・収集して、分

析・評価し計画を立てている。 

②健康を支える環境づくりについ

て、自他や社会の課題の解決方法

と、そう考えた理由などを話し合

ったり、ノートなどに記述したり

して、筋道を立てて説明している。 

①健康に関する環境づくりと社会

参加について、自他や社会の課題

を発見し、その解決を目指した学

習活動に、主体的に取り組もうと

している。 

  ウ  単元の指導と評価の計画（４時間） 

次 

（時間） 
ねらい（●）、学習活動等（○） 重点 記録 

    備考・指導上の留意点（◎） 

評価Ｂの規準（◆） 

１ 

（１時間） 

 

 

●自他の健康を保持増進するには、健康に関す

る環境づくりが重要であることについて理

解する。 

○自他の健康に関する環境づくりの重要性に

ついて説明を聞き、ワークシートにまとめる。 

知

① 
○ 

 

 

★ワークシート① 

 

 

◆自他の健康の保持増進のためには、

健康に関する環境づくりが重要であ

ることについて理解したことを発言

したり書いたりしている。 

２ 

（１時間） 

●健康に関する環境づくりにおける課題は何

か考える。 

●健康に関する環境づくりへ積極的に参加す

るために、情報を収集・評価し、計画を立てる。 

○テーマを決め、自治体や企業等が行っている

健康に関する環境づくりについて調べ、参加

計画を立てる。 

 

思

① 
○ 

★ワークシート② 

 

◆健康に関する環境づくりについて調

べ、参加計画を立てている。 

◎自ら考えてテーマを設定してもよい。 

【提示するテーマの例】 

運動習慣、食事、健康診断、献血、

心の健康、飲酒・喫煙対策 

３ 

（１時間） 

●一人一人が健康に関心をもち、適切な環境づ

くりに参加していくことが世界の人々の健

康の保持増進につながることを理解する。 

○健康のためのエンパワメントについて説明

を聞き、ワークシートにまとめる。 

 

 

○世界の人々のための健康づくりについて、自

分のアイディアをまとめる。 

知

② 

※ 

思 

② 

○ 

★ワークシート③ 

 

 

※グループでの意見交流をもとに、他

者の意見を参考にしたり新たな考え

を加えたりするため、思②の内容は

本時で示し、単元の最後に評価する。 

◆世界の人々のための健康づくりにつ

いて、アイディアをまとめている。 

【単元を貫く問い】健康的に生活するということは、どのようなことなのだろうか。 

単元を貫く「問い」を設定し、

単元の始めと終わりの生徒の

思考の変容を見取る。  

01_ワークシート①.doc
02_ワークシート②.doc
03_ワークシート③.doc
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４ 

（１時間） 

●自他や社会の課題の解決方法と、そう考えた

理由などを記述し、説明する。 

●健康を支える環境づくりと社会参加につい

て、自他や社会の課題の解決方法を思考・表

現する活動に、主体的に取り組もうとする。 

○世界の人々のための健康づくりの活動につ

いてのアイディアを発表する。 

○自他が健康に生活するために必要なことに

ついて、グループ内でイメージ図を示しなが

ら発表する。 

○クラスメイトからの質問や意見から気付い

たことや、参考にしたことをワークシートに

まとめる。 

 

 

 

※ 

思

② 

態 

① 

○ 

 

 

★ワークシート④ 

 

 

 

 

◆健康に関する環境づくりと社会参加

について、課題解決に向けた学習活

動に、主体的に取り組もうとしてい

る。 

 

エ  学習指導案（４時間目／４時間中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の目標 

  健康に関する環境づくりと社会参加について、課題解決に向けた学習活動に、主体的に取り組

むことができる。 

２ 本時の展開  

過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点 

導入 ○前時までの振り返り ・前時の学習内容について振り返

る。 

・本時の流れについて理解する。 

 

 

・本時の流れについて説明し、学

習の見通しをもたせる。 

展開 ○グループでの発表  

「世界の人々が健康

的に生活するために」 

 

 

 

 

 

 

 

○思考の変容の 

まとめ 

・世界の人々のための健康づくりの

活動についてのアイディアを発

表する。 

・仲間の発表について、質問したり、

意見を伝え合ったりする。 

・仲間の発表の中で、自分にはなか

った視点について、ワークシート

に記入する。 

 

 

・単元の最後に、【問い】につい

て改めて考える。 

・生成 AI を活用し、個人思考した

内容をイメージ図で表す。 

・仲間の発表を聞き、自分にな

かった視点をワークシート

に記入するよう指示をする。 

 

 

 

 

 

 

 

・単元を通して、個人の考えに

どのような変化が表れたか

を確認させる。 

まとめ ○単元の振り返りと 

まとめ 

・仲間からの質問や意見から気づ

いたことや参考にしたことに

ついて、ワークシートにまとめる。 

・単元の振り返りをする。 

・振り返りでは、学習の前後で、

どのような変化が表れたかに

ついてワークシートに記入さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

生成AIを活用し、ポスター 

（イメージ図）にまとめる。 

【問い】健康的に生活するということは、どのようなことなのだろうか。 

学習活動の取組の様子やワ
ークシートへの記述内容か
ら、単元全体を通しての思
考の変化などを評価する。  

◆〈態‐①〉 
健康に関する環境づくりと社会参加についての学習に、主体的に取り組もうとしている。  

【観察・ワークシート（授業後）】 

◆〈思‐②〉 
健康を支える環境づくりについて、自他や社会の課題の解決方法とそう考えた理由など

を話し合ったり、ノートに記述したりして、筋道を立てて説明している。 
【ワークシート（授業後）】 

04_ワークシート④.doc
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※実際の評価［ワークシートの記述（例）］         

  ○思考の変容 

 

  ［１次（１時間）］                                         ▽生成ＡＩで作成した図(例) 

【問い】 健康的に生活するということは、どのようなことなのだろうか。 

１ 【問い】の答えになるようなキーワードをできるだけたくさん記入しよう。 

   （ バランスのとれた食事 ）（ 運動 ）（ 睡眠と休養 ）  

（ 早めに病院に行く ）（ メタボにならないようにする ） 

 

 

［４次（１時間）］ 

【問い】 健康的に生活するということは、どのようなことなのだろうか。 

１ 【問い】の答えになるようなキーワードをできるだけたくさん記入しよう。 

   （ 規則正しい生活習慣 ）（ ストレス解消 ）（ 健康づくりに参加する ）  

（ 正しい情報を得る ）（ 健康に関心をもつ ） 

 

 

 

○仲間の考えを自身の考えに生かそうとする姿 

 

４  「健康に関する環境づくりと社会参加」の学習を通して、【問い】への答えに、どのような変化が表れたでしょうか。 

また、新たに気付いたことやさらに深く学びたいと考えたことについて記入しよう。 

  （評価Ａ）はじめは、健康は自分だけが気をつけることが大事だと考えていたが、様々な企業や自治体で、健康づくりのた

めにイベントや、がん検診の受診率を上げる取組など、健康のための環境づくりが色々行われていることを知っ

た。より参加したくなるための工夫についてグループで話し合うことで、個人個人が健康に関心をもつことがと

ても大切だと気付いたので、自分も何か健康づくりの取組に参加してみようと思った。 

  （評価Ｂ）がんなどにならないためには食事や運動などの自分の生活習慣が大切だと思っていたが、世界の人々の健康  

のために、色々な企業や国がアイディアを出して工夫して取り組んでいることを知れてよかった。グループワーク 

で発表して話し合った「世界の人々の健康のためのアイディア」が面白かった。 

 

オ 学習の進め方や学習評価の工夫 

(ｱ) 生徒が主体的に課題を解決する学習の進め方 

本単元では、２次において教師が参考例としていくつかのテーマを示し、生徒が課題

解決において関心のあるテーマを選択して学習活動に取り組むよう工夫している。 

(ｲ) 自身の学びや変容を自覚できる学習評価の工夫 

        「主体的に学習に取り組む態度」を適切に評価するために、「単元を貫く問い」を設

定し、知識を得たり思考したりする活動を通して、自身の思考の変容を自覚し、仲間の

考えを自身の考えに生かそうとする姿を引き出すような発問や学習活動を設定している。 

 

健康的に生活するために重要となること

について、食事や運動習慣などの個人の生

活習慣に留まっている。 

一人一人の健康への関心や、企業や自治体

が行う健康づくりへの参加について重要

だと考えるように、思考が変容している。 
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１ なぜ「行動嗜癖
し へ き

」を学ぶのか 

近年、喫煙、飲酒、薬物乱用、ギャンブル等による「依存症」が社会問題となっています。
「依存症」は、ニコチン、アルコール、薬物のような物質を体内に摂取することへの依存
（物質依存）とギャンブル等の行為への依存（医学的には行動嗜癖といいます。）に分けら
れます。ギャンブル等やゲームなどの嗜癖行動に 
のめり込むと、生活の中での優先順位が変わって 
しまいます。対象となる行動が最優先され、食事、 
睡眠などの時間が削られ、本人の体や心に悪影響 
を及ぼします。 

特に、子どもは前頭前野が十分に発達していな 
 いため、嗜癖行動にのめり込む危険性が高いとい 
 われています。嗜癖行動は開始年齢が早いほど、 

「依存症」に陥りやすいことから、学校において 
行動嗜癖に関する指導を行うことが大切です。 

２ ゲームの使用時間 
  道立高等学校の第１学年を対象に実施している「北海道高等学校学習状況等調査」の結

果によると、「普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲームを
しますか（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲーム
も含みます）。」との問いに対して、「４時間以上」と回答した生徒の割合が増加していま
す。ＷＨＯでは、１日当たりの使用時間に明確な基準はないものの、「ゲームの使用を制御
できない」、「ゲームを最優先する」などの状態が 12 か月続く場合を「ゲーム障害」に該当
するとされており、長時間の使用は注意が必要です。 

 
 
 
 

３ どう教えるか（指導における工夫） 
  ○行動嗜癖に関する指導は、学校において健康教育を推進する中で、保健体育における指

導にとどまらず、学校の教育活動全体を通じて行うことが大切です。 
  【指導例】 
   保健体育：科目「保健」における「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」、「精神疾患の予防とその回復」など  
   健康教育：養護教諭と連携した「保健だより」や生徒指導部と連携した「生徒指導部通信」など 
   学校の教育活動全体：警察と連携した非行防止教室や薬物乱用防止教室など 
  ○行動嗜癖に陥る背景には、ストレスなどの心の問題があると言われています。ギャンブル等

やゲームなどにのめり込まないようにするためには、ストレスに対する適切な対処方法
を身に付けることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

回答割合（全道） 19.7％ 20.8％ 20.9％ 

 Topic 「やめたくても、やめられない」それが行動嗜
し

癖
へき

！  

-ギャンブル等依存症に関する知識の普及及び啓発- 

「改訂『生きる力』を育む高等学校 
保健教育の手引」 

（文部科学省） 

「『ギャンブル等依存症』などを予防するために」 
（文部科学省） 

「行動嗜癖を知っていますか？ 
ギャンブル等にのめり込まないために」 

（文部科学省） 

行動嗜癖を生む脳のメカニズム 
「『ギャンブル等依存症』などを予防するために」（文部科学省） 


